
日本生産管理学会 関西支部（正規･任意）研究会 活動報告（○印）(注)2004 年度より任意 
 

研究会名 生産・流通の最適化システム 

年 度 研 究 概 況 と 成 果・公 表 報 告 

活動期間：2002 年 3 月～2003 年 3月 

研究内容: １．現状の生産・流通システムの分析 

担当業種に関する分析・アプローチ方法討議および 

 実態調査（対象業種：家電、自動車、食品） 

２．あるべき生産・流通システムの調査・研究      

2003 年 3月全国大会発表内容討議 

 

第１年度 

 
西暦 

２００２年 

研究成果及び公表: １．2003 年 3 月第 17 回全国大会発表 

「生産・流通システムの最適化試案―ものづくりの復権に向けた一

考察―」
 

2002 年 

3 月１６日 

6 月 29 日 

8 月 9 日 

9 月 28 日 

2003 年 

1 月 25 日 

 

報告責任者 

鹿島 

活動期間：2003 年４月～2004 年３月 

研究内容: １．9月第 18回全国大会の各自発表内容を討議する。 

 

第２年度 

 
西暦 

２００３年 

研究成果及び公表: 

1．2003 年９月第 18 回全国大会発表 6 件 

（１）自動車：「自動車産業の 生産・流通の最適システム」   

「自動車産業の品質保証、環境保全システム」   

(２)家電：「組立セルによる生産の最適化についての一考察」   

      「家電業界における生産流通最適化」         

(３)食品：「地域循環型食品生産・流通システムの構築に向けて」 

「地域自立・適地生産型産業ネットワークにおける情報化構築の重

要性」   

 2003 年 

4 月 26 日 

７月 12 日     

 

報告責任者
山本 

 桑田
 
 

本位田 

石島 

鹿島 

石倉
 
 

活動期間：2004 年 4 月～2005 年 3月 

研究内容: サービス業および流通システムに関する講演会を実施 

講演テーマ１．実例報告「サービスの見える化」で業務改革 

 ２．製造業における物流管理のレベルアップと最適化について 

 

第３年度 

 
西暦 

２００４年 
研究成果及び公表: １．2005 年 3 月第 21 回全国大会 発表「製造

業における物流管理の最適化とレベルアップに関する一考察」 

 

 

2005 年 

２月 19 日     

 

報告責任者 

津田 博 

 

終了報告 

 
まとめと 

今後の展開 

など 

まとめ：一応、生産・流通システムの現状と問題点を代表業種に

ついてまとめて整理し、生産・流通システムのあるべき姿につい

て言及できた。 

今後の展開：   

しかし、最適化については定量的な評価方法も含め十分な方向性 

などは見出せなかった。本テーマは JSPM としてもプリミティブな

問題なので、他の研究部会（MOT と知的財産等）の取り組み中で、 

本テーマと関連させ取り組んでゆく予定。 

2005 年 

3 月 31 日 

 

 

研究会代表者

鹿島 啓 
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